
 

 

［成果情報名］イノシシ対策に使われているオオカミ尿には忌避効果がない 

［要約］イノシシの圃場侵入防止を目的に現場で使われているオオカミ尿の忌避効果を、オ

オカミが排泄した尿を吸収させた稲ワラを用いて試験したところ、忌避効果は皆無であり、

オオカミ尿をイノシシ被害対策として使っても効果は期待できない。 
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［背景・ねらい］ 

 深刻化する獣害対策の一環として、かつてイノシシの天敵であったオオカミの尿を用い

て、圃場への侵入を防ぐための対策が各地で行われている。効果のない対策に投資するこ

とは農家にとって損失となるため、対策の効果を検証することが必要である。そこで、オ

オカミが排泄した尿を吸収させた稲ワラを用いてオオカミ尿に対するイノシシの反応試験

を行い、忌避効果の有無を検証する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．オオカミの尿を吸収させたワラ（以後、尿ワラ）とサツマイモを同時に提示すると、

供試した９  頭の成イノシシ（雄５頭・メス４ 頭）のうち、８ 頭は尿ワラに対して警戒

を全く示さない。また、残りの１頭は試験開始直後に、尿ワラから離れたところで数秒

間警戒を示した後、すぐに尿ワラを体に擦り付ける（図１、図２）。 

２．尿ワラの先にイノシシにとって嗜好性の高いサツマイモを提示すると、イノシシはサ

ツマイモよりも先に尿ワラを摂食する（図３、図４）。  

３．尿の匂いを直接嗅いだ直後のイノシシの行動は、尿ワラの摂食 44％、身体を尿ワラに

擦り付ける 33％、隣のサツマイモの摂食 11％、歩いて通り過ぎる 11％であり、警戒行

動は皆無である（図５）。  

４．オオカミの尿を用いてイノシシの警戒および忌避行動を発現させることは困難であり、

本能的にオオカミの尿を忌避する可能性はきわめて低い。そのため、オオカミの尿を被

害対策に用いるべきではない。  

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：生産者、都道府県・市町村鳥獣害および畜産担当  

２．普及予定地域：イノシシによる農作物被害の発生地域および、これから発生すると予

想される地域 

３．本研究はタイリクオオカミの尿を使用した。  

４．その他：オオカミ尿の代わりに糞の利用が考えられるが、猛獣糞（ライオン、トラ、

ヒョウ）も効果がないことが分かっているので期待できない（成果情報名「匂い及び猛

獣糞などに対するイノシシの行動」2003 年度農研機構・近中四農研成果情報  

URL: http://www.naro.affrc.go.jp/project/results/laboratory/warc/2003/wenarc03-33.html）。  



 

 

［具体的データ］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1 反応試験においてイノシシが行った行動の割合 

            

          

  図 2 サツマイモ（手前）と    図 3 尿をしみ込ませたワラを 

     オオカミの尿を吸収させたワラ          摂食するイノシシ 

             
          図 4.尿の匂いを直接嗅いだ直後の行動（行動連鎖） 

                            

                                            （江口祐輔、上田弘則） 

 

［その他］                                       

中課題名：野生鳥獣の行動等の解明による鳥獣害の回避技術の開発 

中課題番号：420d0 

予算区分：交付金、委託プロ（動物行動）  

研究期間：2003～2012 年度  

研究担当者：江口祐輔、上田弘則 

発表論文等：1）上田、江口ら（2005）Proc. Int. Congr. Appl. Ethol. 

2）上田、江口ら（2008） NIAS No.4 動物・昆虫の行動メカニズムを解明す

る：46-48.  
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